
⾼精度な切削加⼯を実現！

工具のたわみによる加工誤差を予測・補正

【西部工業技術センター】
～～～～ 工具たわみによる加工誤差の高速・高精度予測工具たわみによる加工誤差の高速・高精度予測工具たわみによる加工誤差の高速・高精度予測工具たわみによる加工誤差の高速・高精度予測 ～～～～

セールスポイント

◆ この例では、加工誤差：最大42μmから最大4μm（本技術）に低減しました。高精度加工により、加工後の修正時間を削減し、コスト低減、時間短縮が見込まれます。

従来技術・工具のたわみにより加工誤差が発生本技術①加工誤差を予測②誤差を見込んだ加工→高精度加工が可能
加工面 加工誤差発生目標形状 たわみ工具加工面 加工誤差≒0目標形状 20µm加工誤差の測定例

本技術（誤差最大値：4μm）従来技術（誤差最大値：42μm） 目標形状

◆ この例では、加工誤差：最大49μm（従来技術①）が最大7μm（本技術）に低減しました。

工具が摩耗→工具切れ味の低下→切削力増大→工具たわみ増大→加工誤差増大
加工誤差測定箇所

従来技術①（補正無）従来技術②（摩耗考慮無し補正）本技術（摩耗考慮補正）加工誤差の測定箇所 加工誤差の測定結果

◆工具摩耗も考慮して加工誤差を予測し、加工ができます。

◆予測した加工誤差に基づいて誤差を見込んだ加工ができます。

◆切削加工中の工具のたわみによる加工誤差を予測できます。加工誤差大
加工誤差小◆ 加工前に、高精度加工が可能な切削条件、ＮＣデータを検討できます。
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計算時間秒１データ当りの計算時間の比較例
従来技術

本技術
発明の特長と活用場面具体的な活用事例◆ 金型加工・切削加工メーカ・切削条件、加工プログラム（NCデータ）の検証ができます。・高精度な金型・部品を製作できます。・工具交換のタイミングを検討できます。◆ CAD/CAMメーカ、ソフトベンダ・切削シミュレーション（加工誤差予測）が可能になります。・高精度加工が可能なNCデータを作成できます。発明の特徴◆ コンピュータに内蔵されているGPU（グラフィックスハードウェア）の描画機能を用いて、加工誤差を高速に計算→CPUに対して大幅な高速化を実現◆ 工具切れ刃位置毎の切削長を計算→切削長に基づいて切削力の増大量を計算◆ 正確な工具たわみ計算による高精度予測を実現（工具たわみによる切削力への影響を考慮）

発明の名称 ①加工誤差予測のためのコンピュータプログラム、加工誤差予測装置およびその予測結果に基づいて工具経路を修正する装置②加工誤差予測方法、加工誤差予測装置、工具経路修正方法及び工具経路修正装置③加工誤差予測方法、プログラムおよび加工誤差予測装置特許権者①②出願人③ ①広島県、国立大学法人埼玉大学（共有者は第三者への実施許諾を了承済み）②広島県③広島県出願番号 ①特願２００９－０８３２１６②特願２０１１－１９０５９１③特願２０１５－１０１３８９ 出願日 ①平成２１年 ３月３０日②平成２３年 ９月 １日③平成２７年 ５月１８日特許番号①②公開番号③ ①特許第５３０９２８８号②特許第５８０４３６７号③特開２０１６－２１８６４１ 登録日①②公開日③ ①平成２５年 ７月１２日②平成２７年 ９月１１日③平成２８年１２月２２日実施許諾実績 ■有 □無 事業化実績 ■有 □無共同研究 ■要相談 □不可 サンプル提供 ■可 □不可問い合わせ先 西部工業技術センター 生産技術アカデミー TEL ０８２－４２０－０５３７※広島県は、上記知財権の実施が第三者の権利を侵害しないことを保証するものではありません。

基本情報

切れ刃位置毎の切削長を計算
工具切削長 工具切れ刃位置


